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属性別避難の留意点（例）の記述に当たって参考にした資料 

No 
対象とす
る属性 

ハザード 名称 発行年月 所管 

1 
要援護者
全般 

地震 
災害時要援護者防災行動マニ
ュアル いざ大地震に備えて 

平成20年12月 新宿区 

2 
障がい者 
全般 

災害全般 障害者と災害 平成 19 年 3 月
（財）日本障害者リハビリ
テーション協会 情報セン
ター 

3 
内部障がい
／難病 

災害全般 
特に地震 

災害時における難病患者支援
マニュアル 

平成 15 年 1 月
静岡県中部健康福祉セ
ンター 
静岡県中部保健所 

参考資料 5 
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No 対象とする属性 ハザード 資料名 該当ページ 

1 要援護者全般 地震 
災害時要援護者防災行動マニュアル いざ
大地震に備えて 

文中に記載 

【概要】 

・新宿区が災害時要援護者（高齢者・障がい者・妊婦・乳幼児・外国人等）やその家族、地域向けに

策定したマニュアル 

・大地震を想定し、災害時の基本的な身の守り方、災害時要援護者属性別の援護のポイント、避難時

の注意点等についてまとめている。 

 

【ポイント】 

・警戒宣言発令後の交通機関や生活関連施設の状況、警戒宣言発令後の行動について具体的に記載さ

れている。（p.3～） 

・地下街など屋外で地震が発生した場合の行動について記載されている。（p.16） 

・属性別に援護のポイントが記載されている。（p.17～） 

・避難の際の注意点についての記載は以下のとおり（p.38） 

 例． 

 －避難が必要なときは、援護が必要となる人やその家族の人へ声をかけ協力しましょう。 

 －避難する前に火気を確かめ、完全に消しましょう。 

 －非常持出品（一次持出品）など、持ち物は必要最小限にしましょう。 

 －ヘルメットや防災ずきんをかぶり、輻輳は長袖、長ズボン、手袋を着用し、丈夫な履物で避難し

ましょう。 

 －避難することになったら、区や防災関係機関、防災区民組織のリーダーの指示のもとに集団で協

力しあって定められた避難場所に避難しましょう。 

 －自動車や自転車の使用はやめましょう。 

 

No 対象とする属性 ハザード 資料名 該当ページ 

2 障がい者全般 災害全般 障害者と災害 全体 

【概要】 

・「障害者が提言する、地域における協働防災のすすめ」をテーマに、障がい者の災害時のニーズや

必要な配慮事項、また「要援護者」支援にあたって課題とされる事柄について、当事者側から発信

し、提言することを目指し、作成された資料。 

 

【ポイント】 

・障がい者の属性別に、以下の項目に分けて記載されている。 

－災害時に困ること 

－日頃の備え（本人・周囲の備え） 
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－災害が起きたとき（本人・周囲の対応） 

－避難しているとき（避難行動・避難生活） 

・避難行動よりも避難所生活について詳しく記載されている 

 

 

No 対象とする属性 ハザード 資料名 該当ページ 

3 
内部障がい／ 
難病 

災害全般 
特に地震 

災害時における難病患者支援マニュアル 全体 

【概要】 

・医療依存度の高い難病患者・家族に安心をあたえる地域ケアシステムの構築と地域住民への難病患

者支援の必要性の理解を高めていくための取り組みの一環として「災害時における難病患者支援マ

ニュアル」を作成。マニュアルでは関係機関の役割分担を明確にしている。 

 

【ポイント】 

・難病患者の支援として、「人口呼吸器を装着している人」、「在宅酸素療法をしている人」など状態

別に災害直後に留意すべき点をまとめている。 

・人工呼吸器を利用している場合においては、医療用電源の維持・確保の問題や、避難に当たっては

搬送のために最低２人の呼吸ケアができる援助者が必要なことなどから、避難の指示等があっても

患者の移送は困難であることなどを指摘している。 

 

 

 


